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「ユ ス」プロジェクト

平成27年度文部科学省委託事業
第1回加盟団体連絡会議兼ドーピング防止研修会

「ユース」プロジェクト、

“PLAY TRUE 2020”
Sport for Tomorrow

共有

公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構
国際企画グループ シニアマネージャー

山本 真由美

2015 世界アンチ・ドーピング規程

クリーンアスリート、クリーンなスポーツのため

全世界・全スポーツの、スポーツに参加するための、
全ての人が尊重する、約束事

スポーツにある価値、スポ ツにある価値、
スポーツを通した価値を、

1人1人が実現する
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基本原理、
教育・予防プログラム、情報プログラム

(18, 20, 21条)

スポーツにある価値 スポーツを通した価値を

2015 Code改訂ポイント

スポーツにある価値、スポーツを通した価値を、
1人1人が実現

スポーツの精神: “Play True”
スポーツの様々な価値を理解・尊重

スポーツ固有の価値に基づいた教育・予防
プログラムへ

正確にルールを伝達する「情報提供」との違い

拡散 コミュニケーション 情報提供 教育

ターゲット x パフォーマンス x 介入のポイント・手段 x 方法
アクティビティー

Communication InformationDissemination Education

- PlayTrueパブリックメッ
セージの広い発信・配信

- 双方向メッセージ発信・
伝播

-アンチ・ドーピングのルー
ルに係る基本的情報の
提供

-直ぐなるインパクト(here 
and now)

-スポーツの価値・力を考
え、自らの行動に適切な
時に適切な意思決定が
できるための価値に基づ
く教育活動

-長期的なインパクト
(long-term, values-
b d)例 based)

研修会
アウトリーチプログラム
Global DRO JAPAN
ルールに係る資材 (Play 
True Book, アスリートキット、
インフォブック、ADAMSマニュ
アル、携帯アプリ)

アウトリーチプログラム
プログラムページデータ掲示
Web Page－JADA HP, ア
スリートページ
FaceBook
アスリート委員メッセージ
ガイドブックWeb, 携帯アプリ

学校教材－映像、副読本
指導案
学校授業展開実践集

Web Page
FaceBookメッセージ発信
Tumblr－”フィールドからの
声”
アスリート・メッセージ
PlayTrue横断幕、バナー掲示
“Real Champion”フィルム

各ステージ（年齢層、パフォーマンス層）にて、行動変容を促す各学習プロセス・目的・学習効果を高め、
モティベーションを強化するため、適切なタイミングで適切な介入者より

例
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Education

教育

1. 「ユース」プロジェクト：
スポーツの価値・力を基盤
－「教育活動」の推進ー

スポーツの価値、アンチ・ドーピングの考え方を
通して、社会や生き方に対する大局観を養う

グローバル人材の育成
（価値創造力 社会貢献意識 等）

★対象：若年層一般（ユース／ジュニア・アスリート層、
中高生層)－スポーツ対象層に限定されず

（価値創造力、社会貢献意識 等）

「日本の独自性」？－
スポーツの価値をカリキュラム内で学ぶ

体育理論
「現代のスポーツは、国際親善や世界平和に大きな役割を果た
しており、その代表的なものにオリンピックムーブメントがあるこ
と。また、ドーピングは、フェアプレイの精神に反するなど、能力
の限界に挑戦するスポーツの文化的価値を失わせること。」

ドーピング フェアプレイ
フェアプレイ

の精神
能力の限界

に挑戦
スポーツの
文化的価値
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Education

教育

1. 「ユース」プロジェクト：
スポーツの価値・力を基盤
－「教育活動」の推進ー

 スポーツが果たし得る役割
 「生き方の創造」を考えられるか
＊「フェア」という概念／考え方より

☆JADAホームページ

http://www.playtruejapan.org/ JADA Works
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Education

教育

1. 「ユース」プロジェクト：
スポーツの価値・力を基盤
－「教育活動」の推進ー

 タレント発掘・育成
 ユース世代（10代）強化アスリート
 競技会時
 学校教育－カリキュラム「内＋外」

2. 調査・研究－結果共有

 背景 背景

エビデンスを基にそれぞれの対象に対して、
適切な介入者、適切な介入のタイミングと
その方法を明らかにすることで、エビデンス
に基づいた、効果的かつ効率的な教育活動、に基づいた、効果的かつ効率的な教育活動、
情報提供プログラムを構築する

＊2009/H21年度～実施
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情報提供・マテリアル開発、アクティビティー：
効率的・効果的・適切なプログラム

ターゲット
介入者
伝達者

介入の

プライオリティー
伝達者
教育者

タイミング

ク ビ

マテリアル
伝達内容方 手

アクティビティー
伝達内容
メッセージ

情報

スポーツの価値・精神を育む
日本からアンチ・ドーピング・ムーブメント発信

方
法

手
段

2. 調査・研究－結果共有

★効率的・効果的・適切なプログラム へ

調査目的：

• アスリートのスポーツと「フェア」、アスリートの
「資質・条件」に対する観点について、
エビデンスを収集するエビデンスを収集する

• パートナーシップ構築の可能性を探る
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2. 調査・研究－結果共有

 2012 – 大学生アスリートのサプリメントの使用実態に関
する調査する調査

 2013 – 「スポーツの価値」「フェア」に関する意識調査
（一般国民）

 2014 – スポーツと「フェア」およびスポーツにおける
「インフルエンサー」に関するアンケート

一般国民およびアスリート（3類型）
A) 「フェア」に関する意識
B) パフォーマンスレベルと各年代において影響を与えた人物層
C) トップアスリートや日本代表選手に求められる資質や条件

対象

調査対象：分類 定義 n

これまでに出場した最も高いレベルの大

トップアスリート

エリートアスリート

これまでに出場した最も高いレベルの大
会が「オリンピック」「世界選手権」「アジア
大会・その他の国際競技大会」である者の
うち、「JSC助成アスリート」に属する者。

246

ノンエリートアスリート

これまでに出場した最も高いレベルの大
会が「オリンピック」「世界選手権」「アジア
大会・その他の国際競技大会」である者の
うち、「大学生アスリート」に属する者。

295

ノントップアスリート
「大学生アスリート」のうち、これまで出場
した最もレベルの高い大会が「全国競技大
会」である者。

1,401

一般 一般の国民 4,733



2015/06/18

8

年齢

15

ターゲット x パフォーマンス x 介入のタイミング x 方法 x 手段

高体連/インターハイ

YOG
1• 「エリート」 = 約250名

JSC助成対象/RTPA

20

25

ユニバシアード

パフォーマンス
レベル

25

県

国体
ASIAN 
GAMES

OG/PG日本選手権

RTPANon-RTPA
高パフォーマンス

代表低

Team JAPAN Athlete

学校コミュニティー JAPAN下

年齢

15

ターゲット x パフォーマンス x 介入のタイミング x 方法 x 手段

高体連/インターハイ

YOG

20

25

ユニバシアード

2
AB

大学生
アスリート＝
約1,700名

• トップ／「ノンエリート」
＝約300名

• ノントップ＝
約1,400名

パフォーマンス
レベル

25

県

国体
ASIAN 
GAMES

OG/PG日本選手権

RTPANon-RTPA
高パフォーマンス

代表低

Team JAPAN Athlete

学校コミュニティー JAPAN下
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年齢

15

ターゲット x パフォーマンス x 介入のタイミング x 方法 x 手段

高体連/インターハイ

YOG

• 4,800名－WEBモニター
15 79歳均割り

3

20

25

ユニバシアード

• 15～79歳均割り

パフォーマンス
レベル

25

県

国体
ASIAN 
GAMES

OG/PG日本選手権

RTPANon-RTPA
高パフォーマンス

代表低

Team JAPAN Athlete

学校コミュニティー JAPAN下

＜A. スポーツと“フェア”への認識＞
様々なスポーツの課題への観点～適切な方法・内容？

“Field of Play”の中にある主体＝自分の位置づけ－幅の拡げ方？

自分 対戦相手対戦相手

審判

ノントップアスリート
ノンエリートアスリート
にとっての
Field of Play

エリートアスリート
にとっての

Field of Play
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＜B. スポーツにおける“インフルエンサー”＞
影響を受けた人～適切な介入者？

人間として

アスリ トアスリート
として

3. スポーツ・フォー・トゥモロー：
2020年東京のレガシー

Create Tomorrow, Create the Future
through the Power of Sport

スポーツを通した世界への貢献
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“Buenos Aires Promise” 
– 2013.9月最終プレゼンテーションにて、安倍首相より世界に公約

スポーツを通した世界への貢献

2020年東京オリンピック・パラリンピック大会「レガシープロジェクト」
2020年までに、100カ国以上、1,000万人に

スポーツの価値を守り、育む
スポーツを通した社会・人の育成

スポーツのチカラを最大限に発揮させ、
より良い社会・未来を創る

スポーツを通した社会・人の育成

スポーツを通した国際貢献－3つの柱

スポーツのチカラを最大限に発揮させ、
より良い社会・未来を創る

国際的なアンチ・ドーピ
ング推進体制の

強化支援

国際スポーツ人材育成
拠点の構築

スポーツの価値・
インテグリティーを護り、育む
若い世代による価値の体現

途上国の人々がスポーツに親し
む環境を整備する

－学校体育カリキュラム・教材の
策定支援やスポーツイベントの

各国における次世代リーダーを
育成

スポーツを通じた
国際協力及び交流

TOKYO2020

若い世代による価値の体現 開催支援などを推進、

Consortium
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グ

Vision

スポーツの価値・インテグリティーを護る、育てる

スポーツのチカラを最大限に発揮させる

グローバルに、
国や地域、
年齢 性別年齢、性別

スポーツの違いに
関係なく

1つのことを目指す

TRUE

日本・世界へのレガシー

教材・
コンテンツ
プログラム

体験、体察

スポーツ
力・価値

プログラム

体得 体現力 価値

育成・
環境
整備

機会
共有・
活用

体感・体現・発信 体得・体現

 パートナーシップ
 国際会議開催
 フォーラム開催
 PLAY TRUE 

トーチリレー
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機会の活用！
日本からの世界への発信

Image…

機会
共有・
活用

 ヲォームアップTシャツ

 ユースアスリート x ロールモデルアスリートからのメッセージ

 “Real Champion Games” MOVIE 上演
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日本・世界へのレガシー

PLAY TRUE 2020
「真のスポーツ、

http://playtrue2020-sp4t.jp

真なるチャンピオン」

国際アスリートフォーラム
for 2020

2015 10/1  22015.10/1, 2

10/2
17:00@NTC 開催！
➤対象：ユースアスリート
中心

「クリーンアスリート各々が担う、自身が大切にする
メッセージの発信がスポーツを育てる」

中心

2020年に向けた、日本からの発信！
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